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薬剤部責任者より

薬剤部のここに注目してほしい！

ブロック

Japanese Red Cross Kumamoto Hospital

KUMAMOTO-Shi, KUMAMOTOKEN九州
89

熊本赤十字病院

https://www.kumamoto-med.jrc.or.jp

「日本赤十字社発祥の地」と言われている熊本の地において，高
度急性期医療の役割を担い，地域の命を守る最前線に立っている
病院です。小児救急も充実しています。

薬剤師は，徹底的な処方監査を基盤に，がん，感染，栄養，緩和，
糖尿病，腎臓病，腎移植などの幅広い分野でチーム医療に参画し，
専門性を発揮しています。また，基幹災害拠点病院であり，薬剤師
も救護班の一員として訓練し，災害に対応できるスキルを身につ
けることができます。薬剤師の教育体制は，経験年数ごとに「業
務・薬学・社会スキル」の目標を定め，カリキュラムに基づいた卒後
教育を実施しています。勉強しやすい環境を整えており，専門・認
定薬剤師の資格取得や研究活動を推進し，費用面もサポートして
います。

院内ではサークル活動が盛んで，職種の垣根を超えた交流が活
発な職場です。

高度急性期医療で活躍し，災害対応もできる薬剤師を目指しま
せんか！

【病院データ】

住 所 〒861-8520 熊本県熊本市東区長嶺南2-1-1

電 話 096-384-2111

病 床 数 490床 （一般病床 490床） 15病棟

病 院 機 能 高度急性期

【職員構成】

① 薬剤師：常勤 32名 非常勤 0.6名
非薬剤師： 調剤補助者 7名 SPD 0名 治験事務 1名

② 薬剤師の出身大学
熊本大学, 崇城大学, 福岡大学, 九州大学, 長崎大学, 
山口東京理科大学,明治薬科大学,福山大学,昭和大学

③ 薬剤師の出身都道府県
熊本県, 福岡県，大分県，宮崎県, 鹿児島県, 沖縄県, 山口県

【薬剤部の業務】

④ 夜間勤務 あり

⑤ 薬剤管理指導料 算定

⑥ 病棟薬剤業務実施加算1 算定，加算2 算定

⑦ 退院時薬剤情報管理指導料 算定

⑧ 退院時薬剤情報連携加算 取得

⑨ 薬剤総合評価調整加算 関与あり

⑩ 薬剤調整加算 関与あり

⑪ 周術期薬剤管理加算 取得

⑫ プレアボイド報告 行っている

⑬ 副作用報告 収集している

⑭ 外来腫瘍化学療法診療料1 取得 （薬剤師の関与あり）

⑮ 連携充実加算 取得

⑯ がん患者指導管理料ハ 取得

⑰ がん薬物療法体制充実加算 取得

⑱ 救急外来への関与 兼務

⑲ 入退院支援センター 設置 （薬剤師の関与あり）

⑳ チーム医療への参加 ：
感染制御（ICT）, 抗菌薬適正使用（AST）, 緩和ケア,
栄養サポート（NST）, 認知症ケア（DST）, 褥瘡対策，
糖尿病，腎移植

㉑ 専門・認定資格 ：
日本薬剤師研修センター認定実務実習指導薬剤師, 日本病院
薬剤師会日病薬病院薬学認定薬剤師, 日本病院薬剤師会がん
薬物療法認定薬剤師, 日本病院薬剤師会感染制御認定薬剤師, 
日本病院薬剤師会日病薬認定指導薬剤師, 日本病院薬剤師会
妊婦・授乳婦薬物療法認定薬剤師, 日本医療薬学会医療薬学
指導薬剤師, 日本医療薬学会医療薬学専門薬剤師, 日本医療
薬学会がん専門薬剤師, 日本医療薬学会がん指導薬剤師, 日
本麻酔科学会周術期管理チーム認定薬剤師, ICD制度協議会
ＩＣＤ資格取得薬剤師, 介護保険法介護支援専門員資格取得薬
剤師（ケアマネジャー）, 糖尿病療養指導士認定機構糖尿病療
養指導士資格取得薬剤師, 日本臨床栄養代謝学会栄養サポー
トチーム（NST）専門療法士, 日本医療情報学会医療情報技師
（上級）, 日本化学療法学会抗菌化学療法認定薬剤師, 日本緩
和医療薬学会緩和薬物療法認定薬剤師, 日本腎臓病薬物療法
学会腎臓病薬物療法専門薬剤師, 日本くすりと糖尿病学会糖
尿病薬物療法認定薬剤師, 日本くすりと糖尿病学会糖尿病薬
物療法履修薬剤師
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病棟だけではなく，外来部門の良質な医療提供のため，以下の
業務を実施
・腎移植外来における処方支援
・患者サポートセンターにおける入院前の常用薬確認
・外来化学療法での薬剤師による診察前面談 など

チーム医療

卒後研修の充実を図るため，1年目から即戦力として薬剤師力
を発揮できる研修体制を整備

人材育成

【薬剤師の主な派遣先】

1995年 阪神淡路大震災
2001年 インド西部地震
2004年 新潟県中越地震
2005年 パキスタン地震
2010年 〃
2011年 東日本大震災
2016年 熊本地震
2020年 南九州豪雨災害
2024年 能登半島地震

災害救護


